






































人 の う こ き ､
■～
九州大学理学部粧締恭治助準按 は 2月 1日より,.1軍学の予定で下記
へ海外出張中 ｡




1968串度 M.C論文 (物性理論卦 孫)の肇 冒
0 1滴の不純物を含む′格子における諸問題 藤田武彦
0 1次元結晶不整の豊子化 小野正利




人 の う こ き ､
■～
九州大学理学部粧締恭治助準按 は 2月 1日より,.1軍学の予定で下記
へ海外出張中 ｡




1968串度 M.C論文 (物性理論卦 孫)の肇 冒
0 1滴の不純物を含む′格子における諸問題 藤田武彦
0 1次元結晶不整の豊子化 小野正利






o Rigorous Inequalities for Critical Point Correlation
ExponenもS. (Michael E.Fisher)
c Heat Capacity Singularity fora Ferromagneも.
(R.B.Grlffiths)
c Renormaliz.ation of the Linked ClusterEⅩpansion.
(M.Worlhs,D.JasnoW andM.A.Moore)
c The 且でfects of SlつtnTWave 工nteracもions on the
zero-Temperature 玉反citations of the Heisenberg
Antiferromagneも. (E.H.Takken)
e An Analytic Expression for the An~い_ferro.Lnanetic
Ground State. (E.冒.Takken)
c High Temperature Series EⅩpansion for もhe PartitlOn
FuncもioTland Specifi･=Heat of the Xf~Modp/i on a Face
cubic Lat,屯ice. (D.D.Be上ts,C.J.]Elliotも and･M.H.Lee)
c SubsもitutionalDiffusioriin an Ordered System.
(A_Kikuchiand H.Sate)
〔東北大,工 ,応理,守田〕
O Theory ofSurface Scattering and Detection of Surface
phonons. (N.Cabrera,V.CelliandA.Manson)
c AngularMomentum Projection Methods 1-Theory.
(∫.Raynal)






o Superconductivity in a Molecular Field
(S.Takada 叩 d T.Izuyama)
c Divergences in Non-EquilibriⅦn StatisticalMechanics
and EhrenfFl,St fswindTTree Model
(乱 H.Hauge and i.α.口.Cohenl
c On もhe Eigenvalues of Orbital AngularMomentum
(Masuo Suzuki)
cMobility of the Electron Bubble in Su.perfluid Helium
(G-.Baym,a.C1.Barrera,and '〕.J.Pethick)
c A G･reen function approach to the paramagnetic phase
ofa Heisenberg ferromagneも
(a.Ei.Knapp,Jr.and D.ter Haar)
c St,atisもical Mechanics of Stellar Systems
(D.ter 員aar)
c Some Conもribuもions to Polaron Theory
(A.乱 K.Dowson and D.ter Haar)
oOn the Hisもorv of Photon s上atistics
(D.ter Haar)
こc Phase Transitions (D.ter Haar)
o Zone-T3oundary Phonon Instabilit･y in Cubic LaA105
､ (J.D._Axe,a.Shirane and K.A.Mhller)
c Exchan､ge Enhancement ofNuclear Spin-Lattice Relaxa一
七ton in Antiferromagnets (A.Brooks Harris)
oExchange f拍bancemenも ofNuc土ear spin-Lattice
Relaxation (A.Brooks Harris)
c Transport Coefficientsofvan derWaals Fluids and
Fluid Mixture,S (KyoziKaWas-aki)
bThe Elect,rodynamics and StatisticalMechanics of
Linear Plasma Response Functions
-457-
プ Vプ Dy 卜案内
(K.I.Golden and'G.Kalman)
c spectrum of Light Doubly Scattered by an Opalescent
Fluid (R.A.FerrelH
e Dynamical ScalingTbeory of the Lambda Transiもi口n in
Liquid Helium (A.A.Ferrell)･
c Field Theory of Phase Transitions (R.A.Ferrell)
c Study ofa Low-Frequency Maser Amplifier
il
(HenriPe†)in)
〔九州太 ,二理,吻埋 ,物性理論研 (特に都築桝の分)
ご Motion of the Vortex Lattice in a t)irもy Type II
superconducもor (Ka=魯um.iMAKI)
c The Effect ofBulk Mc)七10n 0.n 一七he Svnchrotron Radiation
Rate (Peter D.Noerdlinger)
c G･rowもh Rate of the Relativis臣c Firehose 工ns七ability
(peter D.Noerdlingerand Alexander Ko-Min Yui)
c UniversalCosmicRays and_Hal.rison's Inhomogeneity
postulate, (Peter D.Noerdlinger)
o Superconductivity in a Molecular Fifヨユd
(satoshiTAKADA and ･ilakeo IZ,UY瓜,IA)
c Time Dependent Ginzburg-h ndau 正三quations for､Strong
Coup.ling Supercondu,3tors
(KazumtMAKI,peter Fulde)
c Persistence and Amalgamation Types iTIOptical Spectra
ofMixed Crystals (Hirotsugu MATSUDA .I:ind Takashi
MIY-ATA)
o Computer Simulat,ion of Order-DisorderPhenomena
(Naofumi 00-ITA,.Akira UEDA,Takeo
MATSUBARA,Hirotsugiユ姐A_TSUDA and Fumiko YONEZAWA)
-458-
ブレブ ily ト嚢内
a lntroduction to the･GeneraユTheory of Thermodynamic
Fluctuattons (FerreユユR.A.)
a Low Frequency ‡ntergalacticRadioAbsorption:Theory
andan ExperimentalUpperLimit
(NoerdlingerP.D.)






御承知の通 り,編集部は昨年 ｢物性研究｣創刊 5周 牢記念事業 としで物性研
究主催の研 究会開催 ,その他の試案を提 出して皆様方の御意見を求めて参 りま
した ｡ 現在迄の処 これに対 してあまり構庵的な御意見は寄せられてお りません
が ,一つ悪覚論文を募 集してはとの撹案があ りました｡編集部で検討Ol結果 ,
これを取上げ以下のような形で実行に移 したいと考 えてお ります O
省 りみます と物性物 理学 に関する研究発表論文は牢を追 って増 加してはお り
ますが,やや もすれば狭い商域内のみでの職人的な仕事に陥 りがちにな ってい
るようですO ｢物性tfL･q:/死｣はこうした紹域間の障壁を除き,活頑な研究の惟運
を計 るため,た とえ未完成 でもよいから重聖上Tt.周題,他の分野 との明達等を提
起し示唆す るような論文'jTl投稿を求めて参 りましたが,塊状は必ず しもうまく
行 ってい るとは申せません ｡
一方,大学の自治 ,梶王化を廻 る運動は 日毎笹激化 し,研究者は好む と好意
ざるに拘 らず ,相当の時間 と積 丹を こ(I)蘭越'こつ ぎ込 まざるを掲ない昨今 とな
ってお ります ｡
この時点に立 ってわれわれは論 文i'f)テーマとして
｢物 性 i勿埋学をどのよう:･=発展させ るか.｣
を選ぶことに したいと思い ます O ここで ｢il再生物 理学の発展｣と云 う題 は,伝
い意味に 解釈 して憶きたい と思います｡従 って論文の内容,吋心 テーマとして
はある分野'jl現状分析 と将兼懐を中心 とす るような純言草間的なもので もよいし,
例えば研究体制 ,教育のあ り方等,大学の 自治と民主化につなが りをもつよう
な体制論的な もの まで横々あってよいと思い ます ｡要 は現 任の r物性研究｣の
読者;こ強 くアピ- ルす 子'ようは論文が望 ましいと考 えます｡
･役場された論文は原則 としで 噴次速やかに誌上に掲載 します ｡ 端境部 として
は論争を引き起すような内容･tnもの も大いに朝持 してお り,掲威 された論文に
対す る短論が出て,それがまた,懸賞論文の一つ となればよい と考 k_ていますo
是非活準 こ御応募下さい｡個人論文こ照 らず,グ)V-プでの討論等で も耗席で
-460-
｢物性研究｣5閏生記念懸賞論文募集
す O論文の環 さは一応 400字詰 20枚程 変 と します O
記
(1) 募 集期間 : 19占9.5.1～ 1969.8.20
(2) 選考は京都及び各地編簡員で行ないます ｡
(3) 償 金 : 最高一編につを 5万円,合計 10万円までO-
(4) 適 当な論文がない場合は葛 篭鞘間を笹浸 します ｡
-461-
編 集 後 記
｢編集長は公私共にお忙 しいので｣ということで ,｢物性研究 ｣編集長の重
職 (?)から解放 された途端に ,世の中がば っと明かるくなったような気が し
たo こまごました仕事をしな く七よくなったし ,由れもー編集員として自由な
立場でものが言える○
ひまになったぶんだけ ,他の姓誌を読む機会が増えたo学会誌を読んでいる
と ,面白い編集後記に行き当った ｡ 今年の二月号で- 〝秋の学会で行なわれ
た ,会誌についての話し合いの会 ,宣伝不足や日取 りの悪さもあったのですが ,
集ったのは編集委員ばか りとい うのも ,少し淋 しい気がしましたo なにやらマ
スコ ミ論調めきますが ,一般 (?)会員の立ち上 りを期待 したい感 じです. 〟
_-～ とある｡ア--と笑い出した くなった｡ いず こも同 じである()｢物性研究
創刊五周年記念事業 ｣について ,アイデ ィアを公募 したが ,読者からはただの
一連の手紙も来ず ,全 くの薫反応に終った｡ 学会のときに ,インフ ォーマル ･
ミーティングとして ｢物性研究読者の会 ｣をもとうなどという意見の出たこと
もこれまで何度かあったが ,それで人を集めようというのが ,如何に淡い望み
であったかが よくわかったo Lilのような情報の政におしつぶされそ うにな t)な
がら ,ごまんとある推誌を ,すみか らすみまで読んで ,その編集方針にロをさ
しはさむなどとい うことは ,今 日の研究者にとっては不可能事なのかもしれな
いo このぶんだと ,五周年記念事業として募集 した感賞論文 も ,応募があるか
どうか怪 しいものであるo
■
大学紛争は全国に及んだ ようだo対岸の火事ではな くなって来た時 ,紛争 ど
こ吹 く風 とひとり物理学に専念するか ,改革 ･民主化とやらに一枚加わ り ,自
分は何かをやっているとい う幻想を抱 くか ,あるいは政立 しょうが糾弾 されよ
うが生活をかけて主義 ･主張を守 りぬ くか M 人 さまざまであろうO
I●
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